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令和７年度当初予算編成概要
①物価高騰を乗り越え地域経済を活性化

②南海トラフ巨大地震や激甚化する自然災害などに備える防災対策の強化

③各分野での「人への投資」の強化

④さらなる飛躍のための「ジャンプ台」

「未来への投資～９００日プロジェクト」

⑤広大な市域のさまざまな魅力をさらに活かす新合衆国づくり



令和７年度当初予算規模

■一般会計：７１１億８,１００万円

※前年度比２３億１,６００万円、伸び率３.４％の増加

■特別会計：２９１億７,５１３万円

■企業会計：１２０億９６万３千円

全会計 １,１２３億５,７０９万３千円



①【博物館等での企画展の開催】

延岡城・内藤記念博物館や西郷隆盛宿陣跡
資料館における西南の役に関する資料や、
記録映像等を活用した展覧会等イベントの
開催

②【マップの制作】

県北地区の西南の役にゆかりのあるスポッ
トを盛り込んだ観光マップの制作

③【史跡看板の整備】

市内各所の史跡巡りを促進するための説明
看板や案内看板の新設及び更新

④【観光ツアー造成支援】

西南の役ゆかりの地と、地域の食を絡めた
観光ツアーを造成する旅行業者への支援

西南の役150年

☆西南戦争は1877年（明治10年）
旧薩摩藩士を中心とした薩軍と政府
軍との間で勃発した日本における最
後の内戦。

☆本市を含め宮崎県北地区には西南
戦争の史跡が多数あり、150年の節
目に歴史を掘り起こし、観光誘客に
繋げる。

令和9年（西南の役150年）に向けた
延岡市の取組み

【延岡市の史跡】

西郷隆盛宿陣跡資料館を中心に

☆西郷隆盛宿陣跡
☆和田越決戦場跡
☆可愛岳（敗走路）など

延岡市 歴史・文化都市推進課

観光戦略課









令和７年度当初予算の主な事業

3
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※事業名左の数字は当初予算概要書№

継
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第７次延岡市長期総合計画

策定事業

【8,057千円】

令和２年度に策定した、まちづくりの基本となり、行財政運営

の総合的指針である第６次長期総合計画後期基本計画が令和７年

度をもって計画期間満了となるため、「希望学」を創設した東京

大学副学長で社会科学研究所の玄田有史教授のご指導をいただき

ながら、「100人市民会議」や「未来の延岡アイデア募集」等、市

民協働により、数字にとらわれることなく、「希望あふれるまち

づくり」を目指した第７次長期総合計画策定を進める。



令和７年度当初予算の主な事業
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延岡こども未来創造機構

運営事業

【46,200千円】

教育における「学校」「家庭」「地域」の３者と連携する第４

の存在「（一社）延岡こども未来創造機構」において、延岡市な

らではの「生きる力」を育む取組みを進める。

なお令和７年度は、県外にお住まいの本市出身者からの多額の

ご寄附も活用し、新たに様々な国のリアルな声から異文化につい

て理解しグローバルな人材を育成する「Nobeoka Global Academy

～さまざまな国に延岡で留学～ 」を実施する。



令和７年度当初予算の主な事業
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※事業名左の数字は当初予算概要書№

新
規

「利用者目線」に

立った更なる行政サービス

利用促進実証事業

【9,961千円】

市民生活支援や事業者支援につながるアプリ、公共交通（路線

バス）維持、移住推進などについて、「利用者目線」に立った更

なる周知活動を行い、より大きな効果を出す。

令和７年度においては、下記の３つについて民間企業のノウハ

ウを活かした周知や利用促進を行い、その効果の検証等を行うこ

とで、今後に活かしていく。

【ア プ リ】防災のべおかの登録者増

【利用促進】路線バス(宮野浦線)＋チョイソコの利用促進

【移住促進】移住促進用ＬＩＮＥ公式アカウントの登録者増



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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黒岩地区ユネスコエコパーク

拠点づくり事業

【27,128千円】

ユネスコエコパーク登録10周年となる令和９年度に向けて、祝

子川地区と市内中心部の中間地点となる黒岩地区において、観光

客や地元住民が利用することのできる施設整備を検討する。

整備にあたっては、地区の要望を踏まえ、旧黒岩中学校跡地に

おいて、森林環境譲与税の活用により、市産材を活用し、木育交

流や農林産物等の販売機能、詩人渡辺修三氏の顕彰機能などの整

備とともに、アクセス道路の整備についても検討する。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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島野浦島開発総合センター

再整備事業

【19,767千円】

島野浦島の玄関口にあり教育、文化及び産業の振興並びに福祉

の向上を図るとともにコミュニティ活動の場としても利用されて

いる島野浦島開発総合センターの老朽化が進んでいることから、

延岡市公共施設維持管理計画に基づき、施設の再整備を行うべく、

基本構想・基本計画の策定を行う。



令和７年度当初予算の主な事業
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市民と取り組む窓口改革推進

事業

【119,339千円】

国の「自治体フロントヤード改革モデルプロジェクト」の採択

を受け、子育て関連の以下の８業務について「申請」から「事務

処理」を経て「通知」までの一連の手続きを、スマートフォン等

から行えるシステムの構築を国の全額負担で行い、市民の皆様の

利便性を向上させる。

【対象手続】

①児童手当 ②出産・子育て応援交付金

③出産一時金 ④子ども医療費

⑤児童クラブ ⑥児童扶養手当

⑦ひとり親医療費 ⑧保育所入所



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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国スポ・障スポ宿泊受入力

強化支援事業

【30,000千円】

宮崎国スポ・障スポの開催時の宿泊施設不足が指摘される中、

宿泊受入力を強化するとともに、令和10年以降の合宿誘致や観光

振興の一層の推進のため、市内のホテル・旅館等が行う改修等の

事業に対し補助を行う。

【補助対象者】

市内に存する施設で、旅館業法第３条の「旅館・ホテル営業」

許可を受けている者（風営法対象施設を除く）かつ宮崎国ス

ポ・障スポ参加者へ客室を提供する者

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
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内部統制推進事業

【9,882千円】

令和６年度の「不正業務等再発防止策推進事業」の結果も踏ま

え、事務処理ミス等の発生を防止しながらチームとして積極的に

事業を推進する組織づくりを行うため、外部の専門的な知見を活

用しながら、内部統制を推進する。



令和７年度当初予算の主な事業
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平常時・災害時共通 災害に

強い地方創生ネットワーク

事業

【220,100千円】

キャリア回線不通時には衛星回線を活用し、迅速な災害復旧や

安否確認、避難生活に必要な生活必需品等の提供を可能とする常

につながるネットワークシステム（ナーブネット）を主要な避難

所や孤立可能性のある地区等新たに21ヶ所に整備する。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
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災害用備蓄品配備事業

【14,460千円】

県の備蓄指針に基づき、南海トラフ地震など大規模災害が発生して

から国や県の支援物資が届くまでの間の水や食料など９品目について、

想定される避難者数の１日分に相当する量を100％備蓄する。

【購入予定物品】

食料：41,450食 トイレパック： 120,900回



令和７年度当初予算の主な事業
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避難所等環境改善事業

【24,455千円】

災害時に使用される備蓄品については、避難所に指定している

小中学校に備蓄している状況であるが、スペースが限られている

ために想定避難者数分の備蓄を確保するため、備蓄倉庫を整備す

る。

また、大規模災害発災時の円滑な避難所運営のため、各避難所

の運営マニュアルを作成する。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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災害時対応用車両等購入事業

【39,244千円】

指定避難所等において活用する災害用トイレカー４台を購入する。



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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ゼロカーボンシティ推進

モデル事業

【1,013,377千円】

国の脱炭素先行地域に選定された一ヶ岡エリアにおいて、下記

設備導入等の事業を実施する延岡脱炭素エネルギーマネジメント

㈱、地域住民、民間事業者に対し、国の交付金と同額を補助する

ことにより取組を推進し、令和９年度までに脱炭素先行地域での

民生部門等の脱炭素化を実現する。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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新ごみ処理施設整備事業

（マテリアルリサイクル推進施設）

【41,866千円】

粗大ごみ処理施設及びリサイクルプラザゲン丸館は、稼働開始

からそれぞれ39年、27年経っており、今後も安定した処理を継続

するために、複合施設として、建替えを実施する。

令和７年度は建替えに係る基本計画の策定及び建設予定地にあ

る旧施設の解体調査・設計業務、ＰＰＰ／ＰＦＩ手法の導入の適

否を評価するための調査業務を行う。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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障がい者雇用倍増実現事業

【11,494千円】

障がいの有無にかかわらず全ての市民が共に安心して暮らせる

延岡市づくりに向け、障がい者雇用の倍増を実現すべく、障がい

者就労施設等の共同受注窓口の体制整備の検討、市内の中小企業

等に対する障がい者の雇用実績に応じた奨励金の支給、障がい者

雇用に取り組む企業等へのセミナーの開催や各種助言を行う。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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障がい福祉分野人材確保支

援事業

【4,045千円】

障がい福祉分野で必要とされる資格取得への補助を通じて、本

市の障がい児・者支援事業所の人材確保を支援する。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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地域障がい児支援体制強化

事業

【12,873千円】

地域における障がい児の支援体制の強化を図るため、地域の中

核的な役割を担う児童発達支援センターの機能を強化するととも

に、発達障がい等に関する専門知識を有する巡回支援専門員を配

置して保育所等での巡回相談等を行う。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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医療的ケア児等

短期入所拡大促進補助事業

【2,992千円】

医療的ケア児・者とその家族が安心して生活できるよう県北で

極めて不足しているショートステイサービスの整備・充実を図る。

【補助先】

延岡共立病院、国立病院機構宮崎病院、

延岡市医師会病院(今年から新たに追加)等

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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介護人材確保支援強化事業

【5,920千円】

資格取得への補助により介護分野の人材を確保し、介護人材の

安定的な確保及び介護サービスの質の向上に繋げていく。

なお、対象を市内介護サービス事業所の就労者に限定すること

で、市内介護サービス事業所への就労促進も図る。

■各種研修受講費用助成

初任者、介護支援専門員に加え、担い手が不足している

主任介護支援専門員への研修を新たに追加

■介護福祉士等の有資格者への就労支援

■介護サービス事業所の介護人材の求人活動への補助

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
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延岡市南部地域子育て支援

施設建設事業

【32,523千円】

市内南部地域に児童館や子育て支援施設等が十分整備されてい

ない現状に鑑み、市営住宅の集約化に伴う跡地を利活用して、脱

炭素型の災害に強いまちづくりの考え方を踏まえた子育て支援施

設を建設するため、基本計画をもとに基本設計や施設建設に必要

な地質調査、境界調査・測量・分筆登記を委託する。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

1
5
6

児童家庭相談システム導入

事業

【19,212千円】

子ども虐待の未然防止や早期発見、その他の困難を抱える子ど

もや家庭への支援に注力し、より迅速かつ適切な支援に繋げるこ

とを目的として、要保護児童等や家庭の情報、対応記録、過去の

対応実績等を効率的に一括管理することができる児童家庭相談シ

ステムを導入する。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
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看護師確保支援強化事業

【13,600千円】

市内医療機関等へ就職した新卒の看護師又は市外の医療機関等

を離職後１年以内に延岡市へ転入し市内の医療機関等に就職した

看護師に対して、奨励金を支給することで延岡市内における看護

師の確保の強化及び資質の向上を図り、安心して暮らせる地域づ

くりを進める。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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新時代ヘルスケア推進事業

【114,000千円】

国のデジタル田園都市国家構想交付金の採択を受けて、健康無

関心層・低関心層も巻き込んで、予防策を積極的に展開すべく、

健診や健康イベントへの参加・早期通院などを促すためのアプリ

（のべおか健康マイレージアプリ及びPHR・救急医療用アプリ）の

登録数を拡大させ、医療費や介護サービス費の増嵩を防ぐ。

また、疾病等のリスクの予測ＡＩを開発して市民に通知できる

仕組みを構築することで、より主体的な健康予防への意識向上を

図る。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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認知症カフェ支援事業

【2,400千円】

認知症の人やその家族が集うことのできる認知症カフェの運営

等を支援することにより、認知症の人やその家族、地域の人、専

門職などの交流及び認知症介護の相談支援を促進し、認知症予防

や地域における認知症の人の見守り強化等を行う。

【補助先】

令和５年度まで２か所 ⇒ 令和６年度から５か所

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№
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延岡市農林水産業公社

設立検討事業

【6,387千円】

「延岡市農林水産業公社」の設立に向けて令和５年度から３ヵ

年の計画で実施してきた「延岡市農林水産業公社設立実証事業」

によって得られた成果を踏まえ、専門機関と連携し、公社の形態

や事業内容、事業運営に要する経費見込み等の案をとりまとめる。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

2
8
4

水産業担い手育成・交流

拠点施設整備支援事業

【15,000千円】

北浦漁業協同組合が取り組む担い手育成や新たな知識や技術の

習得等につながる研修施設及び外国人も含め地域住民の交流や避

難施設等の役割を兼ね備えた拠点施設の整備に係る費用の一部を

支援する。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

3
0
1

延岡駅東口広場屋外トイレ

整備事業

【4,165千円】

コロナ禍が明け、観光需要が増加するとともに、令和９年度に

国スポ・障スポが開催され多くの来街者が本市に訪れる見込みで

ある中、延岡駅東口にある観光バス乗降者の利用者も増加するこ

とが想定されることと、地域住民からの強い要望があることを踏

まえ、延岡駅東口に屋外トイレを整備するための設計を行う。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

3
1
2

工業振興ビジョン策定事業

【9,915千円】

令和７年度末で現工業振興ビジョンの計画期間が満了すること

に伴い、アンケートの実施やデータの収集・分析、ワーキンググ

ループでの協議、有識者等による審議会での検討を行いながら、

新たな工業振興ビジョンを策定する。

また、産業界全体に新たなビジョン策定の必要性等に対する認

識を深めるため講演会を実施する。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

3
2
5

デジタル産業集積戦略構築

事業

【7,670千円】

国が「半導体・デジタル産業戦略」を進める中、「デジタル産

業の延岡での集積を進めるための戦略協議会」を通じて更なる企

業集積や的確な人材育成を図る。

また、戦略協議会での議論を活かし、「技術マップ」を作成し、

市内企業の技術を広く市外県外へＰＲするとともに、台湾からも

含めた企業誘致や地元企業の新事業開拓、販路拡大に繋げ、本市

の経済振興を図る。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

3
3
1

ユネスコエコパーク拠点施設

ホタルの館管理運営事業

【11,733千円】

令和７年度より、新たな指定管理者により、祖母・傾・大崩ユ

ネスコエコパーク及び本市のアウトドア活動拠点施設として、ホ

タルの館・川舟の館の管理運営を行う。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

3
4
2

延岡への新たな流れをつくる

誘客事業

【23,000千円】

本市が誇る「食」を中心とした旅行商品を造成する旅行会社、

又は本市を目的地とした修学旅行・教育旅行を造成する旅行会社

に対する補助を行い、本市への誘客促進、観光消費の拡大を図る。

また、本県最大の観光地である「高千穂町」から更なる誘客を

促進するため、高千穂観光に延岡を加えた旅行商品等を造成する

旅行会社に対して補助金を上乗せして補助を行う。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

3
4
6

ツール・ド・九州2025大会

推進事業

【32,829千円】

世界トップクラスのチームが参加する国際自転車ロードレース

である「ツール・ド・九州2025宮崎・大分ステージ」の開催地と

して本市が宮崎県内で初めて選定されたことを受け、賑わい創出

やＰＲ等、大会運営に係る経費について、宮崎県、大分県及び佐

伯市とともに負担し、地域経済の活性化を図る。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

3
5
0

北方地域ユネスコエコパーク

拠点施設整備・誘客促進事業

【65,021千円】

「北方地域ユネスコエコパーク拠点施設整備構想」に基づく拠

点施設を整備するため、鹿川キャンプ場の水道施設整備のための

取水井さく井工事及び水道施設改修工事を行う。

また、地域おこし協力隊を引き続き１名雇用しユネスコエコ

パークエリアの地域振興及び観光振興を図る。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

3
5
1

祝子川温泉「美人の湯」施設

改修事業

【29,920千円】

令和７年８月１日から新たな指定管理者による管理運営を開始

するに当たり、老朽化が著しい調理室や調理機器類の改修を行う。

また、露天風呂の衛生管理のため土部分の解消工事や目隠し

フェンス等の設置を行う。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

3
6
3

延岡ＩＴカレッジ運営事業

【14,706千円】

急速に進展するデジタル化に対応し、ＩＴ企業の更なる集積や

市内企業等におけるＤＸ化を推進するため、デジタル人材の育成

に向けた取組として、「延岡ＩＴカレッジ」事業を展開する。

また、事業をより効果的なものとするため、事業内容の検討や

検証を行う運営委員会を設置する。

①求職者コース 20人

②学生コース 20人

③事業者コース 20人

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

3
6
6

移住者コミュニティ創出事業

【8,527千円】

ＳＮＳを活用した情報発信や移住希望者･移住検討者からの相談

対応、大都市圏での移住関連イベントへの参加等、移住促進業務

を更に推進するとともに、市と移住者の方々との繋がりをLINE等

により構築し、移住後の相談対応や、移住者コミュニティを創出

するため移住サポーター（会計年度任用職員）を配置する。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

4
8
0

延岡城・内藤記念博物館

展示事業

【78,642千円】

延岡の歴史・文化を紹介する平常展と、貴重な歴史資料や美術

作品及び自然科学やサブカルチャー等を公開する企画展・特別展

を開催する。

【令和７年度の企画展(予定)】

・特別展「志村喬展」

・夏休み特別展「恐竜展（仮称）」

・秋の特別展

・冬休み特別展「ブラックジャック展」

・延岡城・内藤記念博物館 平常展示

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

3
6
8

土砂災害宅地等復旧補助

事業

【2,600千円】

自然災害により被災した宅地等に対する復旧補助を行う。

■居室内の土砂、倒木等の障害物の除去費用の一部補助

■家屋の構造に影響のある場合の除去費用補助 ※新たに追加

■除去後の二次災害を防ぐための仮設の措置補助 ※新たに追加

■被災者等が自ら土砂等の除去を行う場合の資機材調達補助

(重機リース代、土嚢袋、ブルーシートなど) ※新たに追加

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

3
7
1

木造住宅耐震化促進事業

【34,232千円】

昭和56年以前に建築された旧耐震基準木造住宅の耐震性の向上

を図るため、国・県の補助制度を活用し、耐震診断及び耐震改修

等に対する補助を行い、安全で安心して暮らせる住まいづくりを

促進する。

また、耐震診断前の相談・説明及び診断後の戸別訪問や普及活

動等のために耐震診断アドバイザーを派遣する。

令和６年度に補助額を増額したことに加え、令和７年度は補助

採択の件数を増やし、耐震化を促進する。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

3
7
8

道路照明灯ＬＥＤ化

ＥＳＣＯ事業

【98,007千円】

本市が管理する道路照明灯を民間企業の資金を活用するＥＳＣ

Ｏ事業により、ＬＥＤ化工事を行うとともに効率的な維持管理を

行う。

※ＥＳＣＯ事業者に一括して工事を委託することで、工事費用

の削減が図れ(63,000千円程度の見込み)、また、令和７年度にＬ

ＥＤ化することで、令和８年度以降の10年間の電気代・維持管理

費及びCO2の削減(電気代および維持管理費の削減額は35,250千円

の見込み)が図れる。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

4
0
6

第一五ヶ瀬川市民緑地駐車

場整備事業

【54,407千円】

例年、多くの来場者を見込む「延岡花物語」や、令和９年に開

催される「宮崎国スポ・障スポ」において、駐車場不足が懸念さ

れることから、プレ大会が開催される令和８年に合わせ、それぞ

れの会場近くとなる本緑地に約180台駐車場を整備する。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

4
1
5

市営住宅ＰＦＩ集約建替整備

事業（一ケ岡Ｄ・Ｅ団地）

【77,751千円】

昭和45～49年にかけて整備されており、老朽化が著しく、耐震性が

乏しい状況であり、バリアフリー化や住環境の整備及び大規模地震や

津波浸水などの防災減災による安全性への対応が課題となっている。

また、一ケ岡地区が国の「脱炭素先行地域」に選定されたことも踏

まえ、脱炭素型の住宅整備も必要となっている。

この建替え事業については、ＰＦＩ手法を導入するほか、モニタリ

ング業務委託により円滑な事業推進を支援する。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

4
2
5

消防救急デジタル無線更新

事業

【1,161,941千円】

平成26年の設置完了から10年以上経過する消防救急デジタル無

線機器を更新し、災害出場や救急出場時の無線通信に支障をきた

さないよう整備を行う。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

4
2
9

英語・国際理解力

パワーアップ事業

【91,353千円】

ＡＬＴ（外国語指導助手）を15名配置し、子どもが英語に触れ

る機会を充実させることにより、国際理解教育を推進する。

また、英語検定の受験料を補助することにより、生徒の英語学

習の意欲向上を図るとともに、外国語教員による授業視察及び英

語教育における小中連携、講師を招聘しての授業改善研修を行う。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

4
3
4

誰一人取り残さない

「新たな学びのフィールド」

構築事業

【41,545千円】

年々増加傾向にある不登校児童生徒の「学びの入口」を複数設

け、きめ細かな支援を行う。

具体的には以下のとおり。

①ＩＣＴを活用したオンライン学習支援

②学びの多様化学校の運営

③アウトリーチ・オアシス教室の運営

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

4
3
8

学力向上指導員配置事業

【41,520千円】

学力向上指導員を市独自で配置し、少人数指導やティーム

ティーチング等、児童生徒一人ひとりの発達の段階や学習の習熟

度に応じた、きめ細やかな学習指導の充実を図る。

【学力向上指導員】20名

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

4
4
0

児童生徒一人一人を大切に

する「のべおか心サポート」

事業

【25,423千円】

年々増加している不登校や、問題行動の低年齢化、家庭環境の

多様化に伴い、児童生徒の抱く不安や悩みが複雑化している。

児童生徒の内外的要因に対する効果的な指導・支援を行うため、

学校生活への満足度・意欲等を調べるＷＥＢＱＵ検査の活用、生

徒指導支援員、スクールソーシャルワーカーの配置に加え、校内

教育支援センターの小・中１ヶ所ずつの新設などにより、児童生

徒の心のサポート体制を構築する。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

4
4
5

学校図書館図書整備事業

【27,862千円】

県外にお住まいの本市出身者からの多額のご寄附を活用し、学

校図書館の蔵書数と質の充実を図り、児童生徒の読書活動を推進

する。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

4
6
5

「いつでもどこでも本とつな

がる」電子図書館事業

【5,506千円】

仕事や子育てなどさまざまな理由で図書館を利用できなかった

方も、来館することなく自宅等に居ながら読書や学習、調査・研

究が行えるように資料提供環境を整え、利用者サービスのより一

層の充実を図る。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

4
9
5

西階公園野球場施設整備

事業

【1,301,961千円】

令和９年の第81回国民スポーツ大会の競技会場である西階公園

野球場の再整備を行う。(令和７年度末完成の見込み)

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

企
業
会
計
2

管路整備事業

【810,537千円】

耐震性が低く経年劣化した配水管の更新や未整備箇所の新規整

備を行い、安心安全な水道水の安定供給と有収率向上を図る。

継
続



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

企
業
会
計
６

衛星画像を用いた漏水調査

事業

【20,000千円】

人工衛星からマイクロ波を放射し、地下の水分のデータをＡＩ

解析することで、漏水エリアを特定する。

また、市内全域で漏水箇所を特定することができるため事務の

効率化が図れるとともに安心安全な水道水の安定供給と有収率の

向上を図る。

新
規



令和７年度当初予算の主な事業
※事業名左の数字は当初予算概要書№

企
業
会
計
７

富美山雨水ポンプ場

整備事業

【1,462,000千円】

国の社会資本整備総合交付金等を活用し、浸水対策等として整

備を行い、市民の生活環境の改善を図る。

継
続


